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中村久蟻

等元の文献を開いてみるまでもなく北海道では朗治

の世に入ってこのかたいくっかの地域で活発な火山や温

泉活動が記録されている.たとえば明治城年(蜘9)

樽前山山頂のドｰムの生成明治遂3年(1910)洞爺湖は面

して明治新山の出現大正工5年(夏926)大泥流をもたらし

た十勝掻の爆発昭和4年(1929)山容を一変させた駒ケ

居の大噴火昭和11年(1936)自森硫讃を大盤ぽ流出さ

せ花知床硫黄山の活動そしてなおわれわれの記憶に生

々しい昭和新山の誕生(昭和19-20年ユ944一坊)十勝岳

の大爆発(昭和37年王962)等がこれである山この中

産母み

で脊鎌屠の側火山の亙つとして明治新岨四十三山)

か生れて蜜も溶くそれ褒で塞ったく温銀の存在が釦ら

れてい扱かった洞箭湖畔に新た1こ温泉が発屍され現在で

は北海遺でも観光地の王つに数えられる洞爺湖激巣の誕

生のきっがけに狂ったことなどはマグマから発散した

熱と地下水とか触れあって温簸秘生れるという教科書の

内容をそのま凌地で行くような好箇の例であろう岳ま

た戦時申こつぜんとして地上にあらわれ出た昭翻新

山の揚含でも以来すでに20数年を鰹ていながら今賢な

お表面で60◎℃以上の高温を保っていることなどは

火山の地下に貯えられている熱量のぼうだいなことを思

わさずにはい抵い.

千島火山猪&郡須火山帯の接禽点に当P大蓄くみれ

ぱ策賢本火山瀞縫奮濠れ葛北海遺然溝発な火螂溝動の揚

蛇あるζ&は並は挙ば花幾っかの例め帖維じ彩察するぽ

が愁く瀞淋悉れ想けは地下熔包蔵窓れる地熱欝源⑱
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量に対する期特もまた少なしとしない(篤1関).この

うよに北海遺の地熱資源の璽要性は早くから認められ

ていたがその当時員本の地熱闘発の関心は九州地方

や東北地方に引かれていたため比較的最近まで具体的

に調査研究が開始されるまでに至ら抵かった.筆者の

記億に誤リがなければ北海遣で最初具体的に地熱開発

の話が出たのは昭和35年頃北海遣庁で依託費を出し

どこか適当な場所で基礎調査をやってみようというのが

その初めだっ危ようである.この案は実ら柱かったよ

うで務るがその後聞もなく電源開発株武会杜が全国

的な視野にたって数個所の地熱調査地域を選び出したも

のの中に屈斜路湖周辺地域と登別澄泉地域カ童含蜜れ

前者については隅和37年から39年漢での聞に後背に

ついては昭和38牢に基礎調査が行なわれた,両地域の

調査内容はついては一杉筑治博土の詳綱な報告書ユ)が

あるのでここでは繰返し説明することを避け年度別

の調査項員を付表ぽ掲げるだけに留めるが(第ヱ表)結

果的に火閑地域の地下構造に関する資璽な資料が得られ

たにもかかわらず実際に地熱を取り閉し利踊する花め

ぽは深度王000欄以上の深い場所を対象にしなければ期待

できないという緒論に達した花め曙秘o年度以後の調

査カ㌧時学断慧れ現在に至っている曲

ごのようぽ電源闘発株式会杜の意図は思うように行か

扱かっ危のは残念であるかちょうどこの頃松川にお

ける地熱開発の成功が刺戟となって北海遺開発庁が遺

内の地勲開発をとり土げるごとにき凄り昭和41年に道

酉部の鹿部温凝で調査が開始巻れた｡この調査に当っ

たのは北海遣地下資源調査所であって姐年姐年の両

年にわたり詳綱な地質調査を行ない養らに電気探査

構造試錐を実施し1て鹿部温巣地域の深部の地熱を摘克

ようとする努カがなされた.この調査の経過について

は山口久之助博土の報告が公表2)されているので詳細

はそれにゆだねることにするが財政引緊めのためか

昭和螂集度勤蛎⑳調藍秘屍含せ終な⑪施蔓おは今後の

北海遺の地熱闘発⑳なり術慧からみ愁蜜ζ当紀遺憾縫花

えない｡せ動※北海遭⑳地熱開籍赫軌遺随⑳る簿

とする鱒怒獄繕澄鳶程騰蒐通じの勾く漢で調査秘続行

される忍墾蜜望滋瀞淋強く調査が輯鰯慈松鳶簿の近い

ことを期祷㍑で雌漢然い曲

地質調藍所撚鈍較的最近漢で北海遺⑳地熱地域の調査

研究ぽ等を訓泣稼かり怒⑳は帝はり矛算的紀麗存の調

査地域の伐欝縫遺勇)れ北海遺凄で票か廼らなかり花お

いうのカ漢惰で蕗る缶も当もを地質調養所で行赦りて

いる地熱の仕藷は務く漢でも地熱開発縫役並つような

調査研究を淀で前とじてい鳶ので溢るがら調査所嘗体�
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篇ユ表

種別

屈斜路湖

3?年度(サッテキナ

イ地点)

周辺地熱調遼畷

ボｰリング

地澱瀬11定

｡,c,G.鑑気探査

筋力探査

麟カ擬査

航空導輿測愚

その他

け…m1

玉茱O⑪0点

8庶

織㈱㎞螢開化mk㎜婁1

…i

38年度(沼潟勉歳)

2本

開化

化学

ユ,5⑰⑰臓

300､焦

250点

80点

48.3k㎜2

分新

賢(電源開発様式会歓)

39隼度(溜1籍地,焦)

ユニ増(婁50皿王

他学分概渚万分析

計

4本2,050㎜

1,300点

81点

250点

80点

撮影163k㎜2図化158.3k㎜田

が開発まで行なうことはあり得ない｡仕事の流れでい

えばまずいくつかの地熱地域について概査を行匁い

くだす.以上が現在地質調査所が行なっている地熱の

いわば地域調査の内容であるがこの調査研究を携し進

めるため一地域で4～5年の長期計画をたて各地域の

特性を知ることに重点をおいているがすセに開発され

た地域における熱水系の研究地表および地下における

変質帯の研究も平行して進めている､

上に述べたような方式で地質調査所のミ地熱グルｰ

プヵは各地域の調査研究を計画的に遂行してきたのであ

るが聰和39年頃からようやく北海道ぽ等を広げるとこ

ろまで漕ぎつけたのでここに調査候補地域をどこにす

るかという問題が出てきたわけである.

北海道の火山滑動に関する最近の記録の中でとくに

内外の地質･地球物理1地球化学の関係者から注員を浴

びたのは昭和19～20年に有珠火山の側火山として突如

滑動を始め一年昆らずの間に海抜407㎜の高さ漢で姿

をあらわした昭和新山の誕生である｡このような大規

模なドｰム状の火山の生成を目のあたりに見ることがで

きるのは全く稀有のことであるから終戦と共にたちま

ち内外の火山学者の研究のフィｰルドとして取上げられ

たのであるがとくに昭和27年から29年にわたって地質

調査所の根本忠寛･早川正目高橋清博士らによってた

された組織的な地質学･地球物理学1地球化学的研究の

成果は昭和新山の生成機構火山体の地下構造の解明

度を低める理由といっていいであろう,あはい免深

度375,5則の孔底でたか怒か20℃程度の温度に過ぎな

いことは亨グマ婁での予定深度δ◎o滋とい資数獲陵地べ

あまりぽも低い億である由従りて忍の理蘭とじてはか

りぽ地下水の影響が欠きかつ花はせよ㌢グ洋がらの熱

の補給が簾中的に規程の将一ムの割れ閏か蔭外部へお流

れ割れ属のないところでは熱伝導旭けのため地下水

の冷却が大書くきいで聰禰新山の生成以来雛菊隼⑳閥ぽ

マグマの外側が冷えてレ蜜汐だ&解釈窓れるのである吉

昭和親山のボｰリングの緕築はたと克期待沸る憾妊�
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扇

の温度が得られ狂かったにせよ教えられるところ窯た

大なるものがあり地熱の生成機構を考える上に非常に

昭和39年度はは北海道支所の石田正夫技官によって5

万分の五の地形関で蜜ず地質概査が狂されたがさらに

詳細な地質図を作る必要上瑠和魂碑には!万分のヱの

地形関をもとにして現在北海道支所の佐藤博之技官によ

って地質精査が行なわれて粘りその結果の一部は昭和

42年鳥本地質学会で報告書れた.今後の計画として紹

和43年度ばは地質調査の補足をし昭稿4遜隼度には璽カ

探査昭和蝸隼度には深度3㈱の地下温度分布調査の結

果をみておそくとも昭和郷年度ばは深度sOo狐あるい

はそれ以上の構造試

昭禰鞍山

の試錐地､隷

漢で行匁われて曹た

=堅調養研究の経過を魔

史的に振り返ってみ

綴たが上に述べた調

査地域のほかに最近

議題記上っているい

くつかの場所がある､

その五つは札幌市近

郊グ)定山渓温泉に近い胃本鉱業株式会杜の豊羽鉱山の坑

内熱水である.

豊羽鉱山はもともと鉛･亜鉛の鉱山として有名であ

るが最近當鉱帯の探鉱に成功し出産高は日増しにの

びるという前途有望匁鉱山であるがここにはかって40

℃程度の温泉が坑内に湧出していた.しかし坑道の

掘進が延びその深さも深くなるにつれ温泉水球)温度

も高くなり最近では80℃以上の高温泉が湧出していると
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